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• 死者は、屋根からの転落が約６割 （５７.４％） 。
屋根からの転落、屋根からの落雪、除雪機で約４分の３ （７８.７％）を占める。

• 重傷者は、屋根からの転落が約４分の３ （７６.７％） 。
屋根からの転落、除雪機、屋根からの落雪で９割以上 （９２.４％）を占める。

【死者 Ｎ=47】

（備考） 国土交通省地方振興課から道府県への

照会調査（平成２０年８月）の結果を基に作成転倒 ：除雪中の転倒事故

屋根落雪 ：屋根からの落雪による事故

発症 ：除雪中の心疾患、脳疾患などの発症

水路転落 ：水路、側溝、池への転落事故

建物倒壊 ：雪の重さで倒壊した家屋の下敷きになった事故
その他

除雪機 ：除雪機による事故（ひかれる、はさまれる）

屋根転落 ：屋根からの転落による事故（はしごからの転落を含む）

【重傷者 N=249】

１．昨冬の犠牲者の傾向（死者・重傷者の全数対象）

①原因別構成 （Ｎ＝２９６）
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【死者 N=47】 【重傷者 N=249】

②年齢別構成 （Ｎ＝２９６）
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• 死者は、６５歳以上の高齢者が約６割 （５９.６％）。
その高齢者のうち約３分の２が７５歳以上、全体でも４割近くを占める （３８.３％）。

• 重傷者は、 ６５歳以上の高齢者が約４割 （４３.０％）。
死者と比較して、５４歳以下の割合が約３割と高くなっている （３０.１％）。

（備考）国土交通省地方振興課から道府県への照会調査（平成２０年８月）の結果を基に作成
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【死者 N=47 】

• 死者、重傷者ともに、１月下旬及び２月下旬の事故発生が約３割程度と多くなっており、この時期は
降雪量が比較的多くなっている

• １２月までの事故は、重傷者のみである。

③事故発生時期 （Ｎ＝２９６）

（備考）国土交通省地方振興課から道府県への
照会調査（平成２０年８月）の結果を基に作成

【重傷者 N=249 】 【昨冬の降雪・積雪の状況】

• 札幌 降雪累計 ４１３cm 最大積雪深 １０６cm
• 横手 降雪累計 ７０４cm 最大積雪深 １２６cm 
• 十日町 降雪累計 ９３１cm 最大積雪深 ２１９cm 

（備考） アメダスデータより作成
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【死者 N=47 】

• 死者、重傷者ともに、休日よりも平日のほうが事故がやや多い。

④事故発生の曜日 （Ｎ＝２９６）

（備考）国土交通省地方振興課から道府県への照会調査（平成２０年８月）の結果を基に作成

【重傷者 N=249 】
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⑤人口１０万人あたりの雪による犠牲者 （Ｎ＝２９６）

２ 国土交通省地方振興課から道府県への照会調査（平成２０年８月）の結果を基に作成

（備考）１ 「豪雪地帯」に指定されている市町村の犠牲者のうち、全域及び一部の区域が「特別

豪雪地帯」に指定されている市町村の犠牲者は、「特別豪雪地帯」として集計し、それ

以外については、「豪雪地帯」（特豪除く）として集計

人口１０万人あたりの犠牲者数

３ 人口10万人あたりの犠牲者数の算出には、平成１７年国勢調査の値を引用 （豪雪地

帯２０,１３２千人 特別豪雪地帯３,３８４千人）

【死者 N=47】 【重傷者 N=249】
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代表する最大積雪深（平成２０年度豪雪地帯基礎調査より）を用いており、データが

ない市町村は除いている。また、市町村の一部が豪雪地帯に指定されている場合も、

市町村全域の人口を用いて値を算出している。
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【事故発生場所 N=129】

• 一次ヒアリング事例における事故発生時の天候は、くもりが約半数（５０.９％）、雪が約３割（３２.７％）。

• 天候及び気温と事故発生との因果関係は、今回の調査結果ではわからなかった。

• 事故発生場所は、自宅（敷地内）が５割以上。 （不明を除くと６６.７％）

【事故発生時の天候 N=55】

（備考） 一次ヒアリングで天候が不明だった
事例を除いて集計

２．現地ヒアリングの参考結果
①天候、気温、場所（一次ヒアリング事例を対象）
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【事故発生時の気温 N=18】

（備考） 一次ヒアリングで気温が不明だった
事例を除いて集計
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②天候、場所（二次ヒアリング事例を対象 Ｎ＝３６）

• 二次ヒアリング事例における事故発生時の天候は、晴れが約６割（６１.１％）、くもりが約３割（３３.３％）
であり、降雪時の事例は２件と少ない。

• 事故発生場所は、自宅（家屋、車庫、小屋・物置）が約４分の３（７７.７％）を占める。「その他」は、隣の
貸家、隣家の敷地、親戚宅、自宅近くの倉庫前、高校のグラウンド（除雪機の事故）など。

【事故発生時の天候 N=36 】 【事故発生場所 N=36 】
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（備考） 二次ヒアリングで被災者本人または家族から
聞き取りをした天候をもとに集計
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③服装、履物（二次ヒアリング事例を対象 Ｎ＝３６）
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【事故発生時の服装 N=36 】 【事故発生時の履物 N=36 】

• 事故発生時の服装は、防寒着が４分の１（２５.０％）、次いで、ナイロン製雨具及びジャンパーが約２割、
作業着及び普段着が約１割。

• 事故発生時の履物は、約９割がゴム長靴（９１.６％、カンジキと一緒を含む）。



④雪下ろしの道具（二次ヒアリング「屋根転落」事例を対象 N＝２７）

【はしごの種類 N=12】

9

【雪下ろしの道具 N=27】
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• 事故発生時の雪下ろしの道具は、約６割がスコップ（６３.０％）、約３割がスノーダンプ（３３.３％）。

• 屋根の上からの転落とはしごからの転落では、道具の種類に大きな差はない。（グラフ略）

• はしごからの転落事故（１２件）では、脚立とアルミ製はしごが多くなっている。

（備考） はしごからの転落事故のみを対象。



（死亡 ８０歳代 男性 山形県）
• 屋根の積雪は30cmほどであったが、下に止める車の上に雪が落ちないように、１６時頃から被災者が１
人で１階屋根に上り、スノーダンプで雪下ろしをしていた。

• その後、息子が帰ってきて、被災者は西側の屋根で、息子は反対側の屋根で雪下ろしを始めた。
• ２人で作業を始めて少したった頃、被災者が足を滑らせたとみられ、屋根から１.２ｍ転落し、その後地
面の雪で滑って隣地境界のブロック塀に衝突した。息子がすぐに気づいたが頭を強く打っていた。
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（重症 ５０歳代 男性 新潟県）
• 落雪式屋根の小屋で、トタンが古くなっているため、雪が落ちずに１ｍ以上屋根にたまっていた。
• 屋根の上に積雪を３０cmくらい残して雪下ろし作業を終えたところ、気温が暖かく、雪がゆるんだようで
（晴れ、午後３時）屋根の雪が一気に滑り落ちてきて一緒に転落した。

• 屋根の下には水路があり、その近辺だけは積雪がなく、その場所に転落して腰を強打した。
• 妻が近くで野菜を掘り出していたため、発見は早かった。

◆屋根の雪が滑り落ちてきてバランスを崩して転落

◆スノーダンプでの作業がきっかけで転落

◆屋根の上でスリップして転落

（重症 ７０歳代 男性 新潟県）
• 朝９時過ぎから、１人で高さ４ｍの屋根に上り、スノーダンプ（鉄製）で２０cm積もった雪を除雪していた。
• スノーダンプが古かったため、軒先で雪を下に投げ落とす際に、スノーダンプに雪がくっついてしまい、
体ごと一緒に持っていかれた。高齢で踏みとどまる力がなかった。

• 家の周辺は除雪しており、コンクリート路面のところに転落し腰を強打した。家族がすぐ気づいた。

３．主な被災事例の概要等
（１）被災事例の概要

①屋根の上からの転落事故の例
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（重症 ６０歳代 男性 秋田県）
• 自宅の車庫（カーポート、高さ3ｍ）の雪下ろしをするため、１人ではしごをかけて上っていた。
• はしごの足が後ろに滑り、はしごと一緒に転落。屋根雪は６０ｃｍ、車庫周辺は積雪なし（除雪後）。
• はしごの足についている滑り止めのゴムは冬はほとんど機能しない。
• いつもは軽トラックではしごを固定しているが、このときは固定していなかった。
• 転落した後は動くことができず、携帯電話で自宅内の家族に連絡をして助けてもらった。

◆はしごの足が地面で滑って、はしごと一緒に転落

◆はしごから屋根に移動する際に転落

◆はしごの上から雪庇を落としていてバランスを崩し転落

（重症 ５０歳代 男性 秋田県）
• 自宅屋根（通路部分）の雪下ろしのため、１人で脚立（果樹作業用、高さ1.8ｍ）に上がっていた。
• 脚立の上から屋根の雪を落として足場を確保した後、脚立からとび移ろうとした。足は屋根にかかった
が体重移動がうまくいかず、後ろに下がってしまった。

• はしごは固定しており、倒れなかったが、足が脚立にはさまってしまい骨折。

（重症 ５０歳代 男性 青森県）
• 夫婦でカーポートの屋根を除雪。自然落雪式だが雨どいに雪がひっかかって落ちてこなくなった。
• 被災者は脚立（高さ１.５ｍ）の一番上に乗り、直上よりやや離れた場所に腕を伸ばしてカーポートの屋
根雪（雪庇）を除雪していたところ、バランスを崩して腰部から落下。下はコンクリート。

②はしごからの転落事故の例
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（死亡 ５０歳代 男性 北海道）
• 被災者は30年間道路除雪に従事しており、これまで自宅の除雪作業は妻が一人でトラクターで行って
いたが、昨年は道路除雪をせず、自宅にいたため、自分で家（倉庫）の除雪作業を行った。

• 一週間くらい吹雪が続き、積雪も多かった。久しぶりに晴れたので除雪作業を行った。
• 農機具倉庫と道路の間をトラクターで除雪作業中、バケットの雪をとるため、ギアをニュートラルに入れ
たが、振動によりギアが入り、前進してきてバケットにはさまれて死亡したと考えられる。

◆トラクターが動き出して下敷き

◆雪詰まりを取り除こうとして巻き込まれ

（重症 ４０歳代 男性 新潟県）
• 雪山の雪を除雪し終えた頃、除雪機のシューターとオーガの間に雪が詰まった。
• 作業効率が落ちるためエンジンは止めなかったが、オーガの回転を止めたつもりだった。
• 雪詰まりを取り除く棒がなかったので、手で取り除こうとして指を巻き込まれてしまった。

④除雪機による事故の例

（死亡 ８０歳代 男性 山形県）
• 夫婦２人で家の中にいたが、落雪の音がしたので午前１０時半頃に被災者が１人で様子を見に行った。
• その後、午前１１時ごろに妻が雪の落ちる音を聞いた。
• お昼になって呼びに行ったところ、縦８メートル、横２.７メートル、深さ３０センチの融雪用水槽の中で身
体全体が約７０センチの雪に埋もれていた。

• 融雪用水槽は、屋根から落ちる雪がそのまま水槽に落下し、融かせるような位置に設置されていた。

③屋根からの落雪による事故の例
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（死亡 ６０歳代 男性 北海道）
• １７時頃に融雪槽に投げ入れているところを近所の人が目撃している。
• 発見時は、融雪槽の安全柵は取り外されていた。
• ２２時過ぎに妻が帰宅し、被災者がいなかったのであちこちに確認し、通報を受けて駆けつけた警察署
員により、自宅敷地内の融雪槽の中で発見。

• 発見時、融雪槽に電源は入っており、長靴とスコップも融雪槽の中にあった。

⑤水路等への転落事故の例

（死亡 ５０歳代 男性 山形県）
• 自宅の１階屋根（高さ４m）の上で、雪下ろしをしていたところ、急に座り込んで倒れた。
• 向かいの人が、倒れるところ見ており、１１９番通報したが、約１時間半後に死亡。
• 屋根に上がってすぐに倒れており、ほとんど作業はしていない。
• 父親は本人に、この日は天気がよく暖かったため屋根に上がらないようにと言っていたが、気づかない
うちに上がっていた。

⑥除雪に伴う発症の例

⑧その他（除雪中の転倒）の例
（重傷 ４０歳代 男性 山形県）
• 父親が屋根の雪を下ろし、被災者が下で雪を融雪溝に投入していた。
• 朝の８時頃から作業を開始し、９時頃に凍結したスロープ状の足場で、融雪溝のグレーチングを外そう
と持ち上げたところ、バランスを崩して転倒した。

⑦雪による建物倒壊の例
（死亡 １０歳代 男性 広島県）
• カーポートが雪の重みで傾き、勝手口のドアにもたれかかって、少し開いた状態で閉まらなくなっていた。
• 被災者が屋内からドアにもたれ掛ったカーポートを押し上げようと作業していたが、さらにカーポートの
上に母屋の屋根から落雪があり、その反動でドアが閉まって体を挟まれた。
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（２） 雪害以外の被災事例（一次ヒアリングより）

• ツルツル路面での歩行中の転倒が多い。観光客の転倒事故も多くなっている。
• 午前９～１０時の融けはじめる頃、午後３～４時の凍りはじめる頃に転倒事故が集中する。
• 雪道での転倒は高齢者が多い。骨折して、転倒事故から寝たきりになるケースもある。
• 玄関先や敷地内での転倒も多い。

◆自動車のスリップ事故

• 雪の降りはじめは、慣れていないせいか交通事故が多く、雪に慣れてくると事故も減ってくる。
• 湿った雪ほど車は滑りやすい。少し融けた水がスリップの原因となるためで、朝方の朝日が差しはじ

めた頃に事故が起きやすい。
• 路面が凍結した時に交通事故が多い。特に朝方と夕方の通勤ラッシュの時。
• 自動車のスリップ事故は、スキー客を中心に多い。４WDやスタッドレス、チェーンへの過信が一因。

◆雪山による山岳事故・雪崩

• 冬山登山では、天候をよく確認しなかったために事故となることが多い。
• 雪崩事故はスキー場が多い。発生件数は雪の量次第である。
• 各登山口で年末年始に注意喚起の呼びかけ・チラシ配布等を実施。一部で、登山指導・相談所設置

などを行っている。

◆スキー等のレジャーの事故
• スノーボーダー等の遭難や転落は、立入禁止区域を滑っていたために起こることが多い。

• スノーボードで転倒して頭を打ったり、スキーヤー、スノーボーダーどうしの衝突事故が多い。

◆雪道での歩行中の転倒

※以下は、第一次ヒアリングで各関係機関から得た各地域の状況を抜粋したものであり、雪国全般の
傾向を述べたものではない。



４．各地域における取り組み事例
視点① 必ず２人以上で

妙高市より聞き取り

【ボランティア休暇】
職員が自発的に、かつ、報酬を得ないで次に掲げる社会に貢献する活動を行う場合で、勤務しないことが相当であると認
められるとき、一年において５日の範囲内の期間で得られる休暇。
ア 地震、暴風雨、噴火等により相当規模の災害が発生した被災地又はその周辺の地域における生活関連物資の配布そ
の他の被災者を支援する活動
イ 身体障害者療護施設、特別養護老人ホームその他の主として身体上若しくは精神上の障害がある者又は負傷し、若し
くは疾病にかかった者に対して必要な措置を講ずることを目的とする施設であって市長が定めるものにおける活動
ウ ア及びイに掲げる活動のほか、身体上若しくは精神上の障害、負傷又は疾病により常態として日常生活を営むのに支
障がある者の介護その他の日常生活を支援する活動

資料：雪かき道場ちらし（NPO法人中越防災フロンティア提供）

資料：市民向けチラシ（湯沢市提供）

「地域コミュニティで協力して雪害防止」
「２人以上で」 注意喚起

資料：住民向け案内（米沢市社会福祉協議会提供）
市町村におけるボランティア休暇の制度

町内会の自主的な除雪パトロールによる
見守り、助けあいの活動
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地域外からの雪処理の担い手確保・育成と
担い手を受け入れる仕組みづくり

力をあわせ地域ぐるみで雪害を防ぎましょう。 
 

天気予報によりますと、冬型の気圧配置や気圧の谷の影響で、まだしばらく降雪

が続きますので、引き続き除排雪作業に御協力をお願いいたします。 
なお、除排雪に当たっては、次のことに注意してください。 

 
① 雪おろしの際は、二人以上で、お互いに注意しあいながら行ってください。 

特に、高齢者の事故が増えておりますので十分注意しましょう。 
 
② 流雪溝は決められた時間とルールを守り利用しましょう。 

また、流雪溝を使用した後は、しっかりと蓋を閉めてください。蓋が開いたま

までは、大きな事故につながります。 
 
③ 側溝や堰、農業用水路への投雪は、水害防止・防火用水確保のためやめましょ

う。 
 
④ 一人暮らし、高齢者世帯や季節就労で留守家庭などの除雪には、地域みんなで

協力しましょう。 
 
⑤ ビニールハウスの倒壊や果樹の枝折れ防止のため、早めの雪処理を徹底しまし

ょう。 
 
⑥ 消火栓やポンプ置場は、みんなで除雪に協力し、万が一に備えましょう。 
 
⑦ 地震や火災など万が一の災害に備え、避難口を確保しておきましょう。 
 
⑧ 積もった雪で、車と人がお互いに見えにくくなっています。安全確認を十分に

し、交通事故は起こさない、また遭わないようにしましょう。 
 
⑨ 気温が上がると屋根や樹木から雪が落ちることがありますので、軒下や高い樹

木の下を歩くときは、十分注意しましょう。 
 また、雪崩の危険がありますので、傾斜地には近づかないようにしましょう。 

《市民の皆さんへ》 

平成２０年２月  湯 沢 市 



視点② 安全性を高める

資料：駐在所速報 （札幌市厚別警察署提供）

山形県より聞き取り

資料：倶知安町建築物等に関する指導要綱：雪と暮らす建物づくり
（倶知安町提供）

資料：安全な雪下ろしガイド（山形県提供）

命綱の使い方をわかりやすくまとめた県民向けの雪下ろしガイドブック

事故が発生したタイミングでの雪害事故防止の呼びかけ

資料：駐在所速報 （横手警察署提供）

積雪量、降雪量、最高気温に基づく事故の発生しやすいタイミ
ングでの「雪下ろし・落雪事故防止注意喚起情報」の発信

克雪住宅を設計する際の基準を定めた建築物に関する指導要綱
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注意喚起情報「雪下ろし・落雪事故防止注意喚起情報」の発信
（１）注意喚起情報の内容

（独）防災科学技術研究所雪氷防災研究センター新庄支所の協力による、過去
の気象データと人的被害の発生状況の分析結果に基づき、気象状況をもとにした
タイムリーな注意喚起情報を発信し、雪下ろし中の事故や落雪事故の防止をはか
る。
（２）注意喚起情報の発表

県ホームページ（こちら防災やまがた！）への掲載とともに、テレビ、ラジオ放送
の活用など、放送事業者や報道機関の協力を得ながら、幅広く県民に情報を発信
していく。
（３）対象地区

山形市及びその周辺、新庄市及びその周辺、米沢市及びその周辺

分析結果に基づく注意喚起情報の発表基準

地域 基準① 積雪深
基準② 降雪量
（過去10日）

基準③ 最高気温

山形 ２０ cm以上 ２０ cm以上 －２℃以上
新庄 ７５ cm以上 １５ cm以上 －２℃以上
米沢 ４５ cm以上 ２０ cm以上 －２℃以上



視点③ 被害の程度を軽減

資料：「屋根の雪下ろし３つの用心」チラシ（北陸地方豪雪対策検討会）

資料：雪かき道越後流指南書
（NPO法人中越防災フロンティア提供）

除雪済みの硬い地面の危険性を周知 フェールセーフの視点を周知

17



視点④ 作業から解放

資料：旭川市福祉除雪サービスの案内パンフレット（旭川市社会福祉協議会提供） 資料：克雪住宅・宅地内消雪設備補助制度の案内
（南魚沼市提供）

資料：湯沢市除雪
ボランティア隊
パンフレット
（湯沢市社会福祉
協議会提供）

要援護世帯を支援 －除雪の援助を受けたい人と
援助を行いたい人の相互援助活動の支援

克雪住宅・宅地内消雪施設の整備に対する費用補助

要援護世帯を支援 －地域の中高生も参加できる除雪ボラン
ティア隊の設置、活動の仕組みづくり （1,000人以上の登録者）
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資料：克雪住宅環境整備支援事業実施要綱

（十日町市提供）



（参考） 雪害以外に関する事故防止
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資料：冬タイヤ装着運動チラシ

（東北地方整備局 湯沢・秋田・能代河川国道事務所、秋田県、秋田県警察本部など）

警察、道路管理者（国、県）が連携した冬シーズン前の
交通事故防止の注意喚起

雪みちでの転倒事故防止に向けた総合的な取組・情報発信

資料：「転ばないコツ 札幌発！雪みちを安全・快適に歩くための総合情報サイト」
（さっぽろウインターライフ推進協議会 ホームページより引用）



１．基礎項目（各原因共通）

ⅰ）被災者情報
住所（地区）
職業
世帯構成
健康状態

ⅱ）事故の状況
発生時刻
事故発生場所
被災時の人数
一緒にいた人
事故の概要
事故の原因

ⅲ）発見時の様子
発見者
発見時刻
発見時の犠牲者の状況

ⅳ）天候・積雪
事故時の天候
積雪の状況

ⅴ）望まれる対策
事故回避のために望まれる対策

２．事故原因別の補足項目

ⅰ）屋根からの転落（除雪作業中）
シーズンで何回目の雪下ろしか
屋根、屋根の下、家屋周辺の積雪状況
被災者の装備
被災者の日頃の除雪作業の状況
被災者の除雪作業に対する慣れ
家・屋根の構造、転落防止対策の有無

ⅱ）はしごからの転落（上記ⅰの項目に加え）
はしごの種類、はしごの立てかけ方、場所

ⅲ）屋根からの落雪
普段の屋根からの落雪の状況
被災者が屋根の下にいた理由
家・屋根の構造
屋根からの落雪防止対策の有無

ⅳ）水路等への転落
被災時の水路等の状況
水路等周辺の積雪状況

ⅴ）除雪機による事故（撒き込み等）
使用していた除雪機のタイプ（製造年）
安全装置の有無
作業者の除雪機運転の慣れ

５．個別被災事例 調査項目
①第一次ヒアリング項目（関係機関）
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②第二次ヒアリング項目（被災者本人・家族）
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１．基礎項目（共通）

ⅰ）被災者について
住所（地区）
職業
世帯構成・人数（被災当時）
健康状態

ⅱ）事故の内容について
発生日・時刻
作業開始時刻
発生場所
被災時の天気
被災時の履物、服装、被り物
被災時の人数
一緒にいた人
発見した人
発見時刻
被害の状況
事故の状況、原因
事故防止の対策
今後望まれる対策

ⅲ）被災者の日常の除雪作業について
屋根の雪下ろし
住宅周りの除雪
日頃の除雪の苦労
他に経験した雪の事故 ヒヤリ・ハット

ⅳ）地域コミュニティについて
地域・地区の名称、世帯数（概数）
地域コミュニティ活動
雪処理の共助活動
地域で発生している雪の事故の例
地域共助でできる 雪害防止対策（提案）
地域住民、知人等に自宅の雪処理を依頼する
際の心理

２．事故原因別にみた主な補足項目

ⅰ）屋根からの転落（はしごからの転落）
昨冬何回目の雪下ろしでの事故か
事故の起きた建物
転落した屋根（階数、屋根のタイプ、材質、傾斜）
転落箇所の雪止め
使用していた道具（スコップ、スノーダンプ、はしご）
命綱
積雪の深さ（屋根、地面）

ⅱ）屋根からの落雪
事故の起きた建物
落雪がおきた屋根（階数、屋根のタイプ、材質、傾斜）
落雪箇所の雪止め
使用していた道具（スコップ、スノーダンプ）
積雪の深さ（屋根）
軒下にいた理由
これまでの落雪の有無
日頃から落雪に気をつけていたか

ⅲ）除雪機による事故
使用していた除雪機
除雪していた場所
積雪の深さ（地面）
除雪機の操作に慣れていたか
運転の注意事項を日頃、守っていたか
購入時に運転方法の説明を受けたか

ⅳ）発症
昨冬何回目の雪下ろしでの事故か
事故の起きた建物
作業をしていた屋根（階数、屋根のタイプ、材質）
作業をしていた個所の雪止め
使用していた道具（スコップ、スノーダンプ）
積雪の深さ（屋根）
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